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決算概要

（億円） （億円） （億円）

90,080 112,195 122,500 

1,304 2,515 2,550 

569 768 800 

1,873 3,283 3,350 

在庫影響除き経常利益 ▲153 2,710 3,000 

　エネルギー事業 ▲1,358 1,028 1,350 

　石油・天然ガス開発事業 490 936 850 

　金属事業 454 465 550 

　その他 261 281 250 

▲353 ▲563 ▲250 

731 1,595 1,700 

売上高

営業利益

営業外損益

経常利益

特別損益

当期純利益

2009年度
（実績）

2012年度
（実績）

2013年度
（見通し）



 40万ＢＤの能力削減を実行済み

 2014年3月末までに18万ＢＤを削減
（室蘭製油所石化工場化）

 当初計画を上回る効果を実現

エネルギー事業の取り組み

第１次中計の振り返り
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179 万BD  ⇒  121 万BD

2009年度 2014年度

高度化法対応が完了

 国内最高の競争力を有する製造・販売体制構築
• フリート事業再編
• ＳＳネットワーク整備

 アジア内需取り込みを中心とした海外事業強化
• 韓国パラキシレン
• 潤滑油グループⅢベースオイル
• 海外潤滑油製造・販売拠点の拡充

（ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ･ﾍﾞﾄﾅﾑ等）

 エネルギー変換企業としての取り組み
• ＬＮＧ基地（増強：水島、新設：八戸・釧路）
• カナダ原料炭権益獲得
• 固体酸化物形（ＳＯＦＣ型）燃料電池の発売

当初計画 実績

1,090億円 ⇒  1,159億円

2012年度効果額（2009年度比）

精製能力削減

統合シナジー・製油所効率化

（当社精製能力）

東日本大震災からの早期復旧

石油精製販売事業の劇的な変革

その他の主な施策



 探 鉱： 大型オペレーター プロジェクトの獲得
ﾏﾚｰｼｱ（ｻﾊﾞ深海Ｒ鉱区）、ｶﾀｰﾙ（Ａ鉱区）

 開 発： パプアニューギニアLNG
 資産買収： 英領北海資産

第１次中計の振り返り
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石油・天然ガス開発事業の取り組み

2013年生産開始予定
・豪州 ﾌｨﾇｹｲﾝ･ｻｳｽ油田

2014年生産開始予定
・ﾊﾟﾌﾟｱﾆｭｰｷﾞﾆｱLNG ・英領北海ｷﾇｰﾙ油田

2017年生産開始予定
・英領北海 ﾏﾘﾅｰ油田

開発検討中の主な油･ｶﾞｽ田
・ﾏﾚｰｼｱ ﾗﾔﾝｶﾞｽ田
・英領北海 ｶﾘｰﾝｶﾞｽ田
・ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ ﾀﾝｸﾞｰLNG 第3ﾄﾚｲﾝ
・ﾊﾟﾌﾟｱﾆｭｰｷﾞﾆｱLNG 第3ﾄﾚｲﾝ

開発中

生産中

生産量見通し（原油換算）

国名（鉱区名） 種類 　

ベトナム(16-2) ガス ●

UAE（ﾍｲﾙ油田） 油 ● ●

ベトナム(05-1b/c) 油/ｶﾞｽ ●

英国(ｶﾘｰﾝ) ｶﾞｽ ●

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ(WAｰ290-P) ｶﾞｽ ●

ﾊﾟﾌﾟｱﾆｭｰｷﾞﾆｱ(PPL219) 油 ●

カタール（Block A） ｶﾞｽ ●

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ(WAｰ191-P) 油 　 ●

ﾏﾚｰｼｱ（深海Block R） 油 ●

ミャンマー（(M-11) ｶﾞｽ ●  

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ(WA-435-P/WA-437-P) ｶﾞｽ ●  

英国新規 油/ｶﾞｽ ●  

英国マリナー油田 油/ガス ●

2011年1月

2011年5月

2011年3月

2011年4月

2011年2月

新
規
鉱
区

の
取
得

油
・
ガ
ス
層

の
発
見

油
・
ガ
ス
層
の

広
が
り
の
確
認

2012年1月

生
産
中
油
田
の

利
権
更
新

2012年9月

2012年10月

2012年10月

2012年12月

2013年2月
開発決定

2012年1月
開発決定

主な施策

開発検討中

探鉱案件の
推進ほか



 資源・製錬のバランスのとれた高収益体制構築
カセロネス開発、フロンテラ探鉱権益獲得

 市場ニーズに応えた事業展開による収益力向上
ﾘﾁｳﾑｲｵﾝ電池正極材増強、掛川ｺﾈｸﾀｰ 一貫生産工場建設

第１次中計の振り返り
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金属事業の取り組み

カセロネス銅鉱山
～2013年生産開始～

掛川新工場
～2013年4月操業開始～

主な戦略投資
銅鉱山権益量主な施策



他630

金属

3,280

他180

3,420
ｴﾈﾙｷﾞｰ

金属

2,780

開発

2,250

開発

2,250

ｴﾈﾙｷﾞｰ

1,900

金属

3,000

他400

金属

2,200

3,200

ｴﾈﾙｷﾞｰ

開発

3,200

開発

3,000

ｴﾈﾙｷﾞｰ

1,500

第１次中計の振り返り

将来の成長に向けた「戦略投資」を計画通り実行

計画

9,600

うち戦略投資

6,900

実績

9,580

うち戦略投資

7,110
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（単位：億円）設備投資・投融資実績（2010-2012年度）



2010

経
常
利
益
（
億
円
）

2012

目標

・国内石油製品市況の改善

・油価・銅価の上昇による上流事業の収益力向上

により、3,000億円規模の利益創出が可能な体制が実現

10%以上 10.1%
8.7%

・在庫評価益による上積み効果はあるものの、
コンスタントに10％を実現できる素地は完成

ネ
ッ
ト
Ｄ
Ｅ
レ
シ
オ

1.0
以下

・震災復興費用と油価・銅価上昇に伴う運転資金増に
より目標未達。

1.18

＊計画外のキャッシュアウト増：
震災復興費用： 1,000億円
運転資金増： 7,000億円

（運転資金増の要因）

第１次中計の振り返り

5.2%

Ｒ

Ｏ

Ｅ

＊2010年度は負ののれんの一括償却益除き

2012

目標

2012

実績

3年累計3年累計

計画
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2011 20122012

数値目標の達成度

2010 2011 2012

3,000
以上

(3,561) (2,913) (2,710)

7,900 

(9,184)

＊(  )内は在庫影響を除いた実質経常利益

(7,400)
4,137  4,078 

3,283

11,498

実績

実績目標

　　（2012年度） 計画 実績
ドバイ原油　($/ﾊﾞﾚﾙ) 80 109

銅　(￠/ﾎﾟﾝﾄﾞ) 280 356



経

営

統

合

石油精製販売事業の
劇的な変革

高収益部門への
経営資源の優先配分

世
界
有
数
の
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
資
源
・
素
材
企
業
グ
ル
ー
プ
へ

リターンの実現

実質経常利益
（億円）

第１次中計
～飛躍の礎～

長期ビジョンにおける第２次中計の位置づけ

第２次中計
～飛躍のスタート～

既存事業における
圧倒的な競争力の実現による

安定的な収益力の確保

高収益・高成長部門への
経営資源の優先配分（継続）

▲153

2009年度

2,710 4,000以上

2015年度

リターンの実現
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既存事業における
安定的な収益力を
確保するとともに、

戦略投資のリターンで
増益を実現し、

更なる成長に向けて
積極的な投資を継続

第２次中計・長期ビジョン

2010年度 2011年度 2012年度

2,9133,561 3,000

2013年度



前提条件
（2015年度）

ＲＯＥ

設備投資
投 融 資

経常利益

ﾈｯﾄD/Eﾚｼｵ

原油価格(ﾄﾞﾊﾞｲｽﾎﾟｯﾄ)

銅価(LME)

為替

110 ドル／バーレル

360 セント／ポンド

90 円／ドル

10％ 以上 （2015年度）

13,000＋α 億円
（2013～2015年度合計）

4,000億円 以上 （2015年度）

0.9倍 以下 （2015年度）

数値目標等

第２次中計 （参考）第１次中計

3,000億円 以上（2012年度）

10％ 以上（2012年度）

1.0倍 以下（2012年度）

9,600 億円

（2010～2012年度合計）
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前提条件と数値目標

＊事業環境の変動に応じた追加的な戦略投資案件については「α」において検討。

第２次中計・長期ビジョン



バランスのとれた、石油事業と非石油事業、上流事業と中・下流事業

2020年の当社の目指す姿

10Copyright  2013JX Holdings, Inc.

2012年度 2015年度 2020年度

エネルギー

石油・天然
ガス開発

金属

その他

石油事業

上流事業

45％
55％

65％

50％
45％40％

エネルギー

石油・天然
ガス開発

金属

その他

エネルギー

石油・天然
ガス開発

金属

その他

在庫影響除き経常利益のバランス

＜上流事業の範囲＞
エネルギー：石炭　石油・天然ガス開発：全事業　金属：資源開発

＜非石油事業の範囲＞
エ ネ ル ギ ー： 電気、ガス、石炭、太陽光・燃料電池、機能化学品
石油・天然ガス開発： ＬＮＧﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ（ﾏﾚｰｼｱ､ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ､ﾊﾟﾌﾟｱﾆｭｰｷﾞﾆｱ)
金　    　　属： 全事業

第２次中計・長期ビジョン
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配当金

配当金

2012年度

2013年度

第２四半期末 期末 年間

8.0円 8.0円 16.0円

1株当たりの配当金

第２四半期末
（予想）

期末
（予想）

年間
（予想）

8.0円 8.0円 16.0円

1株当たりの配当金
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2012年度決算
（2012年4月1日～2013年3月31日）



主なトピックス（2012年4月～2013年3月）
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11月 室蘭製油所の事業再構築を決定

11月 サービスステーション運営子会社（一光）と鈴与エネルギー（株）の事業統合を決定
11月 ウルサンアロマティックス社においてパラキシレン製造装置の建設に着手

1月 Ｄｒ．Ｄｒｉｖｅリニューアル等、今後のサービスステーション戦略を発表

9月 韓国ＳＫグループとの潤滑油ベースオイル製造に係る合弁事業を開始

2月 出光興産（株）と石油製品相互供給取引に基本合意（室蘭製油所原油処理停止後の供給体制強化）

3月 （株）LIXILと業務提携に関する検討を開始（Ｄｒ．おうちのエネルギーでの提携から検討開始）

12月 アラビア石油（株）と同社の人材等の資産を譲受けについて合意

12月 英領北海において油ガス田権益の買収に合意（2月にマリナー油田の開発移行決定）

9月 ミャンマー海上において、新規探鉱鉱区を取得
6月 新潟県佐渡南西沖における試掘調査の実施を決定

3月 カセロネス銅・モリブデン鉱床開発プロジェクトにおいて最初の電気銅を生産（SX-EW）

9月 チリ・アルゼンチンにおいて銅・金の探鉱権益を取得（フロンテラ）

9月 車載向けリチウムイオン電池用正極材の新製造設備が竣工（磯原）

2月 精密部材・コネクター等を製造する掛川新工場が竣工

ＪＸエネルギー

ＪＸ開発

ＪＸ金属

11月 東北電力（株）八戸火力発電所向け天然ガス売買契約を締結（八戸・釧路ＬＮＧプロジェクト）

2-3月 メガソーラー（仙台・下松）運転開始
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事業環境
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白油４品・パラキシレンマージン推移

* スポット価格ー全国通関原油ＣＩＦ（石油税・金利含み）
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109 109 ▲0 ▲0.4%

385 356 ▲29 ▲7.5%

79 83 ＋4 +5.1%

（億円） （億円） （億円）

107,239 112,195 ＋4,956 +4.6%

3,279 2,515 ▲764 ▲23.3%

799 768 ▲31 ▲3.9%

4,078 3,283 ▲795 ▲19.5%

1,165 573 ▲592 ▲50.8%

2,913 2,710 ▲203 ▲7.0%

▲533 ▲563 ▲30 -

1,706 1,595 ▲111 ▲6.5%

差　異

売上高

営業利益

営業外損益

経常利益

特別損益

当期純利益

原油代(ﾄﾞﾊﾞｲ) （$/B）

為替レート （¥/$）

在庫影響除き経常利益

銅 価 （￠/lb）

* 3月から2月の平均（≒到着ベース）

*

（400）
暦年ﾍﾞｰｽ

（361） （▲39）
暦年ﾍﾞｰｽ 暦年ﾍﾞｰｽ

2011年度
（実績）

2012年度
（実績）

（80）
暦年ﾍﾞｰｽ

（80）
暦年ﾍﾞｰｽ

（±0）
暦年ﾍﾞｰｽ

（うち在庫影響）

（▲9.8%）
暦年ﾍﾞｰｽ

（±0.0%）
暦年ﾍﾞｰｽ

(        ) (        ) (        ) (        )
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2012年度 決算概要 （前年比）



（億円） （億円） （億円）

エネルギー事業 2,325 1,616 ▲709 ▲30.5%

（うち在庫影響） （ 1,197 ） （ 588 ） （ ▲609 ） ▲50.9%

　在庫影響除き 1,128 1,028 ▲100 ▲8.9%

（うち石油製品） （ 746 ） （ 561 ） （ ▲185 ） ▲24.8%

（うち石油化学製品） （ 382 ） （ 467 ） （ ＋85 ） +22.3%

石油・天然ガス開発事業 975 936 ▲39 ▲4.0%

金属事業 600 450 ▲150 ▲25.0%

（うち在庫影響） （ ▲32 ） （ ▲15 ） （ ＋17 ） ▲53.1%

　在庫影響除き 632 465 ▲167 ▲26.4%

その他 178 281 ＋103 +57.9%

経常利益　計 4,078 3,283 ▲795 ▲19.5%

　在庫影響除き 2,913 2,710 ▲203 ▲7.0%

差　異
2011年度
（実績）

137 2012年度
（実績）
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2012年度 セグメント別経常利益 （前年比）
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2012年度 エネルギー事業 経常利益増減 （前年比）
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2012年度 石油・天然ガス開発事業 経常利益増減 （前年比）



20Copyright  2013 JX Holdings, Inc.

2012年度 金属事業 経常利益増減 （前年比）
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2012年度末 連結バランスシート
2012年度 連結キャッシュフロー

その他資産

64,484

その他資産

70,248

手元資金

2,420

手元資金

2,501

12年3月末 13年3月末

自己資本

17,442

自己資本

19,427

少数株主持分

3,005
3,847

その他負債

23,631

その他負債

23,982

有利子負債

22,826

有利子負債

25,493

2012年3月末 2013年3月末

総資産：66,904 総資産：72,749

自己資本比率

ネットＤ/Ｅレシオ 1.17 1.18

10.1%ＲＯＥ 8.7%

2012年3月末
（実績）

2013年3月末
（実績）

26.1% 26.7%

（連結バランスシート）
（連結キャッシュフロー）

手元資金を除いた
ネット有利子負債は
2,586億円増加
（ネットキャッシュ
フローのマイナス
〔1,785億円〕、新規
連結・合併の影響等
により）

経常利益 3,283

減価償却費 1,804

運転資金 ▲1,645

法人税他 ▲786

営業キャッシュフロー 2,656

投資キャッシュフロー ▲4,261

フリーキャッシュフロー ▲1,605

配当他 ▲180

ネットキャッシュフロー ▲1,785



（億円） （億円） （億円）

エネルギー事業 1,810 1,616 ▲194 ▲10.7%

（うち在庫影響） （ 480 ） （ 588       ） （ ＋108 ） +22.5%

　在庫影響除き 1,330 1,028 ▲302 ▲22.7%

（うち石油製品） （ 880 ） （ 561 ） （ ▲319 ） ▲36.3%

（うち石油化学製品） （ 450 ） （ 467 ） （ ＋17 ） +3.8%

石油・天然ガス開発事業 950 936 ▲14 ▲1.5%

金属事業 420 450 ＋30 +7.1%

（うち在庫影響） （ ▲30 ） （ ▲15 ） （ ＋15 ） -

　在庫影響除き 450 465 ＋15 +3.3%

その他 270 281 ＋11 +4.1%

経常利益　計 3,450 3,283 ▲167 ▲4.8%

　在庫影響除き 3,000 2,710 ▲290 ▲9.7%

差　異
2012年度
見通し

（2月公表）

2012年度
実績

22Copyright  2013 JX Holdings, Inc.

2012年度 セグメント別経常利益（前回見通し比）
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 2013年4月以降の見通し前提は、原油価格105ドル/バーレル、
銅価340セント/ポンド、為替レート95円/ドル

2013年度決算見通し
（2013年4月1日～2014年3月31日）
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2013年度 通期見通し 概要（前年比）

109 105 ▲4 ▲3.2%

356 340 ▲16 ▲4.5%

83 95 ＋12 +14.5%

（億円） （億円） （億円）

112,195 122,500 ＋10,305 +9.2%

2,515 2,550 ＋35 +1.4%

768 800 ＋32 +4.2%

3,283 3,350 ＋67 +2.0%

573 350 ▲223 ▲38.9%

2,710 3,000 ＋290 +10.7%

▲563 ▲250 ＋313 -

1,595 1,700 ＋105 +6.6%

差　異

売上高

営業利益

営業外損益

経常利益

特別損益

当期純利益

原油代(ﾄﾞﾊﾞｲ) （$/B）

為替レート （¥/$）

在庫影響除き経常利益

銅 価 （￠/lb）

* 3月から2月の平均（≒到着ベース）

*

（361）
暦年ﾍﾞｰｽ

（345） （▲16）
暦年ﾍﾞｰｽ 暦年ﾍﾞｰｽ

2012年度
実績

（80）
暦年ﾍﾞｰｽ

（94）
暦年ﾍﾞｰｽ

（+14）
暦年ﾍﾞｰｽ

（うち在庫影響）

2013年度
見通し

（▲4.4%）
暦年ﾍﾞｰｽ

（+17.5%）
暦年ﾍﾞｰｽ

(        ) (        ) (        ) (        )
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2013年度 セグメント別経常利益（前年比）

（億円） （億円） （億円）

エネルギー事業 1,616 1,700 ＋84 +5.2%

（うち在庫影響） （ 588 ） （ 350 ） （ ▲238 ） ▲40.5%

　在庫影響除き 1,028 1,350 ＋322 +31.3%

（うち石油製品） （ 561 ） （ 570 ） （ ＋9 ） +1.6%

（うち石油化学製品） （ 467 ） （ 780 ） （ ＋313 ） +67.0%

石油・天然ガス開発事業 936 850 ▲86 ▲9.2%

金属事業 450 550 ＋100 +22.2%

（うち在庫影響） （ ▲15 ） （ - ） （ ＋15 ） -

　在庫影響除き 465 550 ＋85 +18.3%

その他 281 250 ▲31 ▲11.0%

経常利益　計 3,283 3,350 ＋67 +2.0%

　在庫影響除き 2,710 3,000 ＋290 +10.7%

差　異

* 2013年度より、チタン事業をその他から金属事業に移管

2012年度
実績

2013年度
見通し

*

*
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2013年度 エネルギー事業 経常利益増減 （前年比）
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2013年度 石油・天然ガス開発事業 経常利益増減 （前年比）
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2013年度 金属事業 経常利益増減 （前年比）
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前提条件

2009年度 2010年度 2013年度

実績 実績 実績 実績 見通し

為替レート（円/ドル） 93 86 79 83 95

ドバイ原油価格<年度> （ドル/バーレル） 86 82 109 109 105

パラキシレンマージン（前月ドバイ比）（ドル/トン） 510 570 765 715 725

原油換算販売数量 （千バーレル／日） 143 140 128 117 116

ブレント原油価格<暦年>　　（ドル/バーレル） 62 80 111 109 106

銅価格LME<暦年>（セント/ポンド） 277 342 400 361 345

銅鉱山権益生産量 （千トン/年） 101 111 105 105 132

PPC銅販売量（千トン/年） 605 588 566 551 571

圧延銅箔販売量（千km/月） 2.7 3.3 2.6 2.7 3.2

精密圧延品生産品販売量（千トン/月） 3.5 3.8 3.5 3.3 3.8

環境リサイクル金回収量（トン/年） 6.3 6.5 7.0 5.8 6.1

2011年度 2012年度

金　属

共　通

エネルギー

石油・天然
ガス開発

*

*到着ベース



(億円)

項目 変動幅 　変動項目

エネルギー（燃費増、石化マージン良化等） （＋） 10
石油・天然ガス開発 （＋） 10
金属（マージン良化、為替換算差等） （＋） 10

小計 （＋） 30

在庫影響 （＋） 80

合計 （＋） 110

エネルギー（燃費増等） （－） 15
石油・天然ガス開発 （＋） 15
小計 （±） 0
在庫影響 （＋） 75
合計 （＋） 75

金属 （＋） 25
合計 （＋） 25

影響度

銅価（LME）
10セント/ポンド

上昇

為替レート
1円/ドル

円安

1ドル/バーレル
上昇

原油FOB
（ドバイスポット）
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感応度

■市況変動による2013年度経常利益への影響額

■前提条件

為替：95円／ドル 原油：105ドル／バーレル
（ドバイスポット）

銅価：340セント／ポンド

*石油開発・金属は4～12月（9か月間）の影響額です。
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将来見通しに関する注意事項

本資料には、将来見通しに関する記述が含まれていますが、実際
の結果は、様々な要因により、これらの記述と大きく異なる可能
性があります。かかる要因としては、

（１）マクロ経済の状況またはエネルギー・資源・素材業界に

おける競争環境の変化

（２）法律の改正や規制の強化、

（３）訴訟等のリスク など

が含まれますが、これらに限定されるものではありません。


